
令和８年度 学校経営方針（定時制） 
 

令和８年４月３日  校⾧  杉森 晋 
１ 校  訓  「敬愛 叡知 進取」 
 
２ 学校標語  「力行天下第一」 
 
３ 教育目標  

校訓として、「敬愛、叡知、進取」を掲げ、「力行天下第一」の教育信条のもとに研鑽を積むこ
とにより、自己実現を図り、社会の変化に主体的に対応しつつ、その発展に寄与できる心豊かな
人間を育成する。 

 
４ スクール・ミッション 

家庭や地域等と連携し、生徒一人一人の個性に応じたきめ細かな教育活動を通して、自己肯定
感と自己有用感を高めるとともに、社会奉仕活動や地域活動により、協調性と郷土への誇りや愛
着を育み、夢や希望を持ち、社会的・職業的に自立した人財を育成する。 

（１）めざす生徒像（グラデュエーション・ポリシー） 
ア 学習や勤労に対して意欲的に取り組み、他者と良好な人間関係を築くことができる人間 
イ 心豊かでたくましく、他者を思いやる心をもった人格を形成することができる人間 
ウ 「社会に認められる人物」「社会で通用する人物」として成⾧し続けることができる人間 
エ 人一倍努力し、各界の第一人者を目指す人間 

（２）めざす教員像 
ア 「教育のプロ」としての指導力を発揮し、主体的に学び続ける教員 
イ 教育公務員としての自覚と高い倫理観をもち、生徒・保護者・地域から信頼される教員 
ウ ワーク・ライフ・バランスを取りながら、互いに気を配り、チームとして協働する教員 

 
５ 学校経営の基本姿勢  
（１）学習指導の充実 

ア 教員が日々授業改善を図り、「主体的・対話的で深い学び」を提供する。 
イ 生徒に成就感を与える授業を実践することで、生徒自らやる気に火をつけるなど、生徒へ自

信を養わせる。 
ウ 生徒の学びたい意欲を尊重しながら、全校体制で総合的な探究活動を実践する。 

 
（２）生徒指導の充実 

ア 挨拶、服装容儀、スマートフォンの使い方等のマナー指導を徹底するなどして、生徒の品
性を育む活動を推進する。 

イ 不登校、いじめ、問題行動の未然防止を図るとともに、早期発見・早期対応に努め、カウ
ンセリングマインドによる個に応じた教育相談を通して、生徒との信頼関係の構築を推進す
る。 

ウ 生徒会活動、ボランティア活動を奨励するとともに、ホームルーム活動、学校行事を通じ
て共感的な人間関係と連帯意識を構築する。 

エ 教育以外の領域については、SC、SSW 等の外部専門家と連携して生徒の就学環境を整える。 
 
 



（３）進路指導の充実 
ア 高校３年間を俯瞰した進路指導の実現に向け、指導の体系化を図り、生徒の進路に向かう

意識の一層の強化に努める。 
イ 生徒の進路志望実現に向けて、平時より個人面談、四者面談を適宜実施し、個に応じた適

切な指導を図る。 
 
（４）安心安全の徹底 

ア 生徒が安心して勉学や部活動に励むことができる環境を整備するとともに、教職員の危機
管理意識の高揚を図る。 

イ 教職員の服務規律の徹底を図ることで生徒や保護者・地域社会から信頼される学校を目指
す。 

 
（５）オール五所川原高校で取り組む教育活動 

ア 学校教育は教員のみならず、事務部の職員も重要な役割を担っており、外郭団体や地域の
方々からも支えられることで成り立っていることを念頭に置いてオール五所川原高校で教育
活動を展開する。 

 
６ 目指す学校像 
（１） 生徒第一 

ア 生徒一人ひとりの理解に努め、心情に配慮し、生徒の話を丁寧に傾聴する教員のいる学校 
イ 生徒の安全を第一に考え、校内外の教育活動の場に危険や不具合がないかどうか常に想像力

を働かせる教員のいる学校 
 

（２）授業改善 
ア 生徒に「わかった」「できた」の気持ちを体感させ、生徒の学習意欲をかき立てる授業を実

践する教員のいる学校 
イ ICT の効果的活用や最新の授業実践、先進的な取り組みを積極的に導入し、不断の授業改善

を図る教員のいる学校 
 
（３）社会に開かれた学校・教育課程 

ア 生徒が自らの人生を切り拓いていくために求められる資質・能力を育むために、学びの場を
必要に応じて地域社会にも広げ教育活動を展開する学校 

イ 広報誌で学校の教育活動の様子を保護者や同窓生に発信したり、報道機関に報道依頼したり
して、魅力を積極的にアピールする学校 

 
（４）文武両道 

ア 勝利至上主義に走ることなく、心身を鍛える部活動指導を実践する学校 
イ 計画的に部活動の休養日を設けたり、効率的な練習を日々心掛けたりして少ない練習時間で

も最大の成果を上げることを目指して部活動を行う学校 
 
（５）働き方改革 

ア ワークライフバランスが適切に図られ、教職員が生き生きと働いている学校 
イ ⾧時間労働とならないように工夫がなされ、過重な労働とならないよう教職員がお互いにフ

ォローしあえる雰囲気の学校 


